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高等学校第１学年 家庭基礎学習指導案 

 

日 時  平成 28 年 10 月 27 日(火)    

授業者  教育センター所員 中島 教子  

 

１ 単元名 家庭基礎「共生社会と福祉」 内容（１）－エ 

 

２ 単元について 

○教材観 

平成 21 年に改訂された学習指導要領において、共通教科「家庭」３科目の中に「共生社会」

の項目が新たに追加された。これは、少子高齢化、グローバル化など社会の急激な変化に対

応するために、これまでの家族を中心とした生活だけではなく、広く地域や社会に視野を広

げ、年齢や障害の有無に関係なく、新たな人々との関係性を築いていく必要性が求められて

いるためと考えられる。様々なニーズを持った個人が安心して生活していくためには、公的

な制度やサービスだけではなく、地域で支え合うしくみが必要であり、地域コミュニティの

存在は重要性を増していくものと考えられる。しかし、少子高齢化の進行で、地域コミュニ

ティ自体は縮小している状況にある。加えて、地域の課題は、多様化・高度化しているため、

各個人が主体的に課題に向き合うとともに、様々な立場の人との協働によって解決を図るこ

とが大切である。 

本単元は、生徒自身が家庭や地域、社会の一員として共に支え合って生活していることを

理解させ、様々な課題に対してどのような解決方法があるか、自分は何ができるかを考えさ

せることができる内容である。本単元を通して、高等学校家庭科が重視している、「社会と

のかかわりの中で営まれる家庭生活や地域の生活への関心を高め、生涯を見通して生活を創

造する主体としての視点」(1)や「共生社会」の形成の視点を養うことが期待できる。 

○生徒観  

本学級の生徒は，異世代への関心が高く、異世代との交流や体験を経験したり、ボランテ

ィア活動を経験したりしている。しかし、社会保障制度や地域福祉等の社会的支援に関する

具体的な内容への理解はまだ十分とはいえない状況である。このような生徒に対し、人は一

生を通して、様々な人たちや社会のしくみに支えられて暮らしていることを理解させ、誰も

が住みやすい社会を実現するために、社会や地域の課題に主体的にかかわろうとする態度を

育てたい。 

○指導観 

社会福祉、社会保障のしくみや地域コミュニティの重要性について理解させるとともに、

身近な地域の課題について考えさせることで、生徒自身が積極的に社会とかかわっていく態

度を身に付けさせたい。そこで、「知識構成型ジグソー法」を取り入れることで、言語活動

を充実させ、思考力・判断力・表現力の育成につなげていきたい。 

また、ＩＣＴ機器を活用することで、生徒の興味・関心を高めるとともに、情報の取捨選

択を行うなどの判断力を必要とする場面において主体性を持たせることができると考える。

さらに、情報の共有が容易になると同時に、思考過程やグループ内での活動状況を把握する

ための手だてとしても活用していきたい。 
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３ 単元目標と評価規準 

単元目標 

生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援について理解させ、家庭や地域

及び社会の一員としての自覚をもって共に支え合って生活することの重要性について考えさ

せるとともに、社会の一員として地域や社会の様々な活動に参画していく態度を育む。 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

共生社会の重要性

を知り、家庭や地域

及び社会の一員とし

て主体的に行動しよ

うとしている。 

共生社会を実現す

るために、社会の一

員として何ができる

か考える。 

居住する地域のコ

ミュニティ活動など

について、情報を収

集・整理することが

できる。 

共生社会の重要性

を知り、ノーマライ

ゼーションの理念、

社会保障制度や社会

的支援について理解

している。 

 

４ 単元の指導計画 

  単元名  

   「共生社会と福祉」 (全２時間) 

１ 家族・家庭と社会的支援 (１時間) 

２ 共生とコミュニティ   (１時間) 本時 

 

５ 本時の指導目標 

身近な地域の課題について情報を収集・整理し、課題の解決に向けて多面的に考察できるよ

うにする。また、共生社会の実現に向けて、社会の一員として何ができるか考え、地域や社会

の様々な活動に参画しようという意識を高める。 

 

６ 本時の評価規準 

○身近な地域の課題について情報を収集・整理し、課題の解決に向けて多面的に考察できる。 

【技能】【思考・判断・表現】 

○共生社会の実現に向けて、社会の一員として何ができるか考え、まとめることができる。 

【思考・判断・表現】 

 

７ 指導の視点 

  協働的な学びを引き出す「知識構成型ジグソー法」を取り入れることで、 生徒一人ひとり

の発言を促し、言語活動の充実を図るとともに、地域の課題を主体的に捉え、課題の解決に向

けて、意欲的に地域の活動に参画していこうとする態度を培うことができると考える。また、

グループ活動において、学び合いや思考の過程が可視化できるようにＩＣＴ機器を活用するこ

とで、適切な評価にもつながると考える。 
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８ 本時の展開 

段階 学習活動 指導上の留意点 評価規準 教材等 
導入 
３分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展開 
２分 

 
 
 

12 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 分 
 
 
 
 
 

まとめ 
５分 

１ 前時の学習を振り
返る。 

 
 
２ 本時の学習内容を

確認する。 
 
 
 
 
 

 
 
【知識構成型ジグソー
法】 
３ グループの中での

役割を確認する。 
 

４ エキスパート活動
を行う。 

 
 
 
 

 
 
 

 
５ ジグソー活動を行

う。 
・各エキスパートでま

とめた内容をそれぞ
れグループのメンバ
ーに伝える。 

・課題に対する話し合
いをする。 

 
 
 
 
６ クロストークを行

う。 
 
 
 
 
７ 課題に対する自分

の考えをまとめる。 
 
 
 
 
 
８ 本時の学習内容を

振り返る。 

・前時の学習内容を確認
し、自分の考えを確認
させる。 

 
・知識構成型ジグソー法

についての説明を行
う。 
 
 

 
 
 
 
 
 
・エキスパートの担当、

進行役、発表役を確認
させる。 

・エキスパート活動の際
には、他のグループの
同じエキスパート担当
者と話をしてよいこと
を伝える。 

・エキスパート活動で得
た情報が課題解決の重
要な部品になることを
知らせる。 

 
・ＯｎｅＮｏｔｅを使っ

て、エキスパート活動
で得た情報を各自説明
させる。 

・それぞれの情報をもと
に、課題について話し
合いをさせる。 

・グループの活動状況を
把握する。 

  グループの動き 
  個人の動き 
  グループの集中度 
・電子黒板を使って、発

表させる。 
・他グループの発表で、

参考になるところをワ
ークシートに記入させ
る。 

・本時で学習した内容を
踏まえて、個人の意見
を考えさせる。 
 
 
 
 

・社会の一員として、地
域の様々な課題に対し
て主体的に関わろうと
する態度が必要である
ことを知らせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・課題に関する資料

を読み取り、整理
している。 
※ワークシート 

【技能】 
 
 
 
 
 
・身近な地域の課題

に対する解決策に
ついて、それぞれ
の情報を組み合わ
せながら、多面的
に考察している。 

 ※学習用ＰＣ 
【思考・判断・表現】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・共生社会を実現す
るために、社会の一
員として何ができる
か考え、まとめてい
る。 
※ワークシート 
【思考・判断・表現】 

ワークシート 
 
 
 
電子黒板 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 
エキスパート
資料 
電子黒板 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 
学習用 PC 
電子黒板 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電子黒板 
学習用 PC 
ワークシート 
 
 
 
ワークシート 
 
 
 
 
 
 

課題 
あなたは、「子育て」「高齢者」「障害者」「男女共同
参画」の４つの課題のうち、どの課題にまず一番に力
を入れるべきだと思いますか？また、その理由を説
明してください。 

エキスパート資料 

Ａ 子育てに関する課題 

Ｂ 高齢者に関する課題 

Ｃ 障害者に関する課題 

Ｄ 男女共同参画に関す

る課題 
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≪参考ＵＲＬ≫ 

・佐賀県ホームページ     https://www.pref.saga.lg.jp/web/ 

・佐賀市ホームページ    https://www.city.saga.lg.jp/ 

・大学発教育支援コンソーシアム推進機構 http://coref.u-tokyo.ac.jp/ 

・内閣府ホームページ    http://www.cao.go.jp/ 

・厚生労働省ホームページ   http://www.mhlw.go.jp/ 


